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３
学
年
は
、
東
京
の
「
メ
イ
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
は
じ

め
に 

「
ア
ー
ト
・
オ
ブ
・
サ
ウ
ン
ド
」
と
い
う
科
目
を

受
講
し
、
映
画
で
使
わ
れ
る
音
の
制
作
を
学
び
、
さ
ら
に

自
分
た
ち
で
も
映
像
に
合
わ
せ
て
、
背
景
音
の
作
成
に
も

挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
館
内
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、

ホ
グ
ワ
ー
ツ
大
広
間
や
ダ
イ
ア
ゴ
ン
横
町
等
の
セ
ッ
ト
や

特
殊
メ
イ
ク
の
展
示
物
等
を
見
学
し
ま
し
た
。 

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

＆
富
岡
製
糸
場
見
学 

 
10
月
10
日
（
金
）
に
、
校
外
学
習
で
富
岡
製
糸
場

と
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。 

 

生
徒
た
ち
は
、
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
や
歴
史
に

つ
い
て
、
真
剣
に
見
学
し
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

郷
土
が
誇
る
世
界
遺
産
を

巡
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
関

心
が
高
ま
り
、
学
習
へ
の
意

欲
が
育
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。 

今
回
の
校
外
学
習
は
、

地
域
学
習
を
深
め
る
大
変
貴

重
な
１
日
に
な
り
ま
し
た
。 

校
外
学
習(

八
ッ
場
ダ
ム
・
旧
軽
井
沢
銀
座
他)

 
 

10
月
23
日
（
木
）
に
、
校
外
学
習
で
八
ッ
場
ダ
ム
、

や
ん
ば
天
明
泥
流
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
旧
軽
井
沢
銀
座
へ

行
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
事
前
学
習
で
行
き
た
い

場
所
を
調
べ
、
班
ご
と
に
行
動
計
画
を
立
て
、
実
際
に

行
動
し
て
い
ま
し
た
。 

 

食
べ
歩
き
を
し
た
り
、
お
土
産
を
買
っ
た
り
と
、
校

外
学
習
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 

 

県
内
の
様
々
な
土
地
を
巡
る
こ
と
で
、
郷
土
を
知

り
、
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
が
育
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
今
回
の
校
外
学
習
は
大
変
有
意
義
な
１
日
に
な
り

ま
し
た
。 

 
 

修
学
旅
行 

 

10
月
22
日

（
水
）
、
２
学
年

は
修
学
旅
行
で
宮

城
・
岩
手
に
行
き

ま
し
た
。 

 

初
日
は
、

朝
早
く
に
高

崎
駅
を
出
発

し
、
日
本
三

景
の
松
島
↓

南
三
陸
町
震

災
復
興
記
念

公
園
↓
大
谷

海
岸
駅
↓
レ

ス
ト
ラ
ン
鮮

↓
浮
見
堂
を

巡
り
、 

サ
ン
マ
リ
ン

気
仙
沼
ホ
テ

ル
観
洋
に
宿

泊
し
ま
し

た
。 

 

事
前
指
導

で
、
震
災
学

習
や
映
画

「
す
ず
め
の

戸
締
ま
り
」

を
観
た
こ
と
も
あ
り
、
充
実
し

た
見
学
に
な
り
ま
し
た
。 

10
月
23
日
（
木
） 

 

二
日
目
は
、
日
の
出
を
見
な

が
ら
の
早
朝
散
歩
に
始
ま
り
、

厳
美
渓
↓
平
泉
中
尊
寺
↓
仙
台
う

み
の
杜
水
族
館
を
巡
り
、
仙
台
駅

周
辺
で
の
自
由
夕
食
の
後
、 

ホ
テ
ル
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
仙
台
に
宿

泊
し
ま
し
た
。 

 

自
然
の
力
と
歴
史
の
重
み
を
深

く
感
じ
ら
れ
る
、
大
変
充
実
し
た

見
学
に
な
り
ま
し
た
。 

10
月
24
日
（
金
） 

 

最
終
日
は
仙
台
市
内
で
班
別
自

主
研
修
を
行
い
、
目
的
の
場
所
を

巡
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
無
事
に
帰
路
に
つ
き
、
充
実

し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
経
験
で
得
た
多
く
の
気

づ
き
や
知
識
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
今
後
の
糧
と
し
、
日
々
の
成

長
に
つ
な
げ
ま
す
。 

社
会
人
講
習
会 

 

11
月
14
日
（
金
）
に
、
講
師

を
お
招
き
し
て
３
学
年
の
生
徒
は

「
社
会
人
講
習
会
」
を
受
講
し
ま

し
た
。 

 

生
徒
と
社
会
人
の
違
い
は
、

「
社
会
人
は
相
手
を
基
準
に
し
て

行
動
す
る
必
要
が
あ
る
」
等
な

ど
、
将
来
、
社
会
人
と
し
て
働
く

上
で
必
要
な
心
構
え
等
学
ぶ
貴
重

な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の

ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、
大

変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。  

  

 


